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訳者解説 

 

明治学院歴史資料館研究調査員 齋藤元子 

 

 本書は、ヘボン塾を受け継ぎ、1876(明治 9)年 1月より横浜居留

地 39 番において J.C.バラ（John Craig Ballagh)が運営したバラ

学校を支えた二人の女性ミセス･バラ(Lydia Ballagh)とミス･マー

シュ（Belle Marsh)の本国アメリカへ宛てた書簡の翻訳である。 

 明治学院の源流の一つであるバラ学校は、これまでほとんど研

究されてこなかったが、書簡には校舎やそこで学んでいた生徒た

ちの様子、当時の横浜居留地周辺の町並みなどが記されており、

バラ学校の実態を垣間見ることができる史料である。 

 

１．ミセス･バラとその書簡 

 ミセス･バラは、最初の夫を南北戦争で亡くし、未亡人となって

から宣教師を志した。1873(明治 6)年、超教派の女性組織である米

国婦人一致外国伝道協会(The Woman’s Union Missionary Society 

of America for Heathen Land)の派遣により、アメリカン･ミッシ

ョン･ホーム(横浜共立女学校)の教師となった。1875(明治 8)年、

J.C.バラと結婚し、長老教会ミッションの所属となる。夫の運営

するバラ学校を支えるとともに、ヘボン夫人（Clara Mary Hepburn）

が 1874(明治 7)年に開始した住吉町小学校（Sumiyoshi Day School）

を受け継ぎ、その責任を負った。また、1878(明治 11)年横浜の茶

葉加工工場、通称「お茶場」で働く女工の子どもたちの世話をす

る託児・保育施設「お茶場学校」を開設した。これは日本の近代

保育事業の先駆をなすものである。1884(明治 17)年、休暇帰国中

のアメリカで肺炎を患い急逝する。 

 本書で訳出した書簡は、米国長老教会女性海外伝道協会(The 

Woman’s Foreign Missionary Society of the Presbyterian Church)
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の機関誌 Woman’s Work for Woman ならびに子ども向け機関誌

Children’s Work for Children に 1877年から 1879年に掲載され

たミセス･バラによる日本からの報告書簡である。 

 19世紀後半のアメリカに展開された女性海外伝道運動は、プロ

テスタント教会の女性教会員が組織した女性海外伝道協会により、

アジア･アフリカなどの異教地に女性宣教師を派遣する運動であ

った。この運動は、多くのアメリカ人女性に支持され、各教派が

競うように女性宣教師を海外に送り出した。 

 各教派の女性海外伝道協会が多数の会員を得ることができた要

因の一つとして、運動の広報としての役割を担った機関誌の存在

をあげることができる。各教派の女性海外伝道協会は、協会設立

後、早期に機関誌の発行に着手した。海外の異教地で活動する女

性宣教師からの報告書簡の掲載を通して、伝道活動の現状のみな

らず、異教地の地理・歴史や文化をもアメリカ国内の会員に知ら

しめることが、運動の永続性と成功をもたらすとの確信による行

動であった。 

 機関誌には、子ども向けのページも設けられていた。これは、

将来の宣教師を育成するという目的のほかに、協会の資金源とし

て、子どもたちからの小額の献金にも期待する意図があったから

である。子ども向けのページは、やがて独立した機関誌へと発展

した。 

 米国長老教会女性海外伝道協会は 1870年に結成された。翌年の

1871年に機関誌 Woman’s Work for Woman が創刊され、1876年には

子ども向けのページが独立して Children’s Work for Children が

誕生した。 

 ミセス･バラは宣教師夫人であったとともに、米国長老教会女性

海外伝道協会所属の女性宣教師でもあった（１）。ミセス･バラの報

告書簡は、その多くが子ども向け機関誌 Children’s Work for 

Children に掲載されている。 
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（１）Seventh Annual Report of the Woman’s Foreign Missionary 

Society of the Presbyterian Church, Philadelphia, 

1877,p.37. 

 

 

２．ミス･マーシュとその書簡 

 ミス･マーシュは、1876(明治 9)年 10 月米国長老教会女性海外伝

道協会派遣の女性宣教師として横浜に着任した。居留地 39 番にお

いてバラ夫妻とともに生活し、バラ学校と住吉町小学校で教鞭を

とり、伝道活動にも従事した。1879(明治 12)年、バプテスト教会

の在日宣教師ポート (Thomas Pratt Poate)と結婚し、バプテスト

教会に転籍する。その後、宣教師夫人として、仙台、盛岡など東

北地方の開拓伝道に力を尽くし、1892(明治 25)年に帰国した。 

本書で訳出した書簡は、ミス･マーシュが来日間もない時期に居

留地 39番からアメリカの家族、親類に宛てたものである。ミセス･

バラの書簡が機関誌の掲載を念頭において書かれたものであった

のに対して、ミス･マーシュの書簡は完全に私的であり、女性宣教

師としての使命感と同時に、戸惑いや不安、バラ夫妻に対する感

情などが素直に吐露されている。 

書簡のオリジナルは、米国マサチューセッツ州の Arthur and 

Elizabeth Schlesinger Library on the History of Women in 

America に現在所蔵されている。1992年、ミス･マーシュの孫であ

る Richard Poate Stebbins 氏により、ポート宣教師夫妻の日本か

らの手紙が The Japan Experience－The Missionary Letters of 

Belle Marsh Poate and Thomas Pratt Poate,1876-1892 と題する

書簡集として刊行され、ミス･マーシュ時代の横浜からの手紙も収

められている。 
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第１部 ミセス・バラの書簡 

 

 

Children’s Work for Children,1877 
（翻訳） 

 

 

1877年 4 月  「横浜の少年たち」 

1877年 5 月  「横浜のカドヤ」 

1877年 6 月  「横浜の少女たち」 

1877年 9 月  「日本の人力車」 

1877年 11月  「日本の家庭」 

1877年 12月  「大仏探訪」 
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Children’s Work for Children 

Vol.Ⅱ-4,pp.54-56 

April 1877 

 

Some Boys of Yokohama 

Mrs.J.C.Ballagh 

 

横浜の少年たち 

ミセス J.C.バラ 

 

 親愛なる Children’s Work for Children の読者の皆さんに遠く

離れた日本からご挨拶の言葉を送りたい。アメリカから数ヵ月を

要して、素晴らしい雑誌 Children’s Work for Children が我が家

に届けられた。嬉しい限りである。今日、雑誌のページをめくり

ながら、目を輝かせて Children’s Work for Children を読んでい

る幸せなアメリカの子どもたちとおしゃべりがしたいという気持

ちで私の心はいっぱいになった。というのは、私は以前にアメリ

カの読者の皆さんにお願いごとをしたが、それに応えてくれたこ

とへのお礼をぜひ言いたかったのだ。 

 だが、まず初めに、我が家の敷地内にある学校について、ぜひ

とも紹介をさせていただきたい。我が家では脇のドアを出入りす

る時、左側に並んだ 6 つの小部屋の前を通る。この小部屋は小さ

なガラス窓と紙製のドアがあり、夫ミスター・バラが運営する学

校の寄宿生たちが使用している。彼らは 17 歳から 19 歳の大変見

栄えの良い生徒たちである。同じ敷地にある長い建物は、ドクタ

ー・ヘボンの診療所で、こちらも普段は男子のための学校として

使われており、ドクター・ヘボンは土曜日のみ使用している。 

 毎土曜日、ドクター・ヘボンの診察を受けるために、早朝から

多くの人が集まってくる。時には、ありとあらゆる病を抱えた 200

を超える人々が押し寄せることもある。患者の中には小さな乳幼

児もおり、表情は皆痛々しく、冬の冷たい風や夏のうだるような
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暑さと直射日光に曝されている姿を目にすると非常に心が痛む。

ある子どもは顔や手に大きな傷を負っており、またある子どもは

手足を骨折している。優秀な医師であるドクター・ヘボンは、人々

に病の中でも最も危険なものは罪という病であると説く。そして、

彼は主イエス・キリストについて話す。もし、人々が主を信じ、

病の快復を主に願うならば、叶えてくれるであろうと語るのであ

る。同時に、ドクター・ヘボンは、一人一人の患者を優しく診察

し、目を治療し、骨折した手足を固定し、真に必要とされる飲み

薬や軟膏を与える。ドクター・ヘボンにとって一つの大きな試練

が存在する。それは日本の親たちが病気の子どもをどのように世

話したらよいかを知らないことに由来する。彼はそれぞれの親に

丁寧に指導をしているにもかかわらず、親から適切な世話を受け

ないがために、依然多くの子どもたちが失明したり、手足の自由

を失ったり、命を落としている。読者の中には、重い病気を経験

した人もいるだろう。その時、愛する両親や友達は君の病を治す

ため、全力を尽くしてくれたはずである。 

 今日は土曜日ではないので、ドクター・ヘボンの診察はなく、

学校が開かれている。そこで学校を訪ねることとしよう。生徒た

ちの肌の色は我々よりも浅黒く、風変わりな衣服を身に着けては

いるが、実に精悍で幸せそうな表情をしているではないか。彼ら

は皆小柄な少年で、列に並べられた低い座席と机を使って勉強し

ている。最初の二人は兄弟で、一人は「トクタロー」ともう一人

は「コバヤシ」と呼ばれている。彼らの父親は商人で、富裕層に

属する。従って、彼らは日本の家庭に見いだせる便利な生活用品

のすべてを所有している。しかし、次はアメリカ人の家庭でコッ

クとして働いている人物の息子である。この日本人男性は、英語

の読本を生徒たちのために日本語に翻訳している。また、彼は日

本語の読み書きを毎日午後二時から教えている。だが、生徒たち

はより容易に英語が書けるようになっている。英語は日本語に比

べてはるかに書きやすい。 

 15 歳になる聡明な少年は、若い大名（プリンス）である。他の
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生徒たちと異なる服装や立ち振る舞いをしているわけではないが、

日に日に威厳が増してきている。彼がアルファベットを学び始め

てから 16ヵ月がたったが、今彼は、第四リーダーを読み、地理と

文法と算数を英語で学んでいる。また、彼はかなり上手に作文が

書けるようになった。休み時間になると、彼は意欲的に色々な遊

びに加わっている。生徒たちは、アメリカの少年同様に、ボール

投げ、凧揚げ、雪合戦、鬼ごっこが好きである。また、彼らは、

アメリカでは知られていないゲームやたくさんのパズルを持って

いる。一つの点において、彼らは世界中の子どもたちのお手本で

ある。それは彼らが例外なく他人に対して親切であり、決して喧

嘩をしないことである。彼らは幼少のころから礼儀正しく両親や

教師に対して従順であれと教えられてきている。たとえ、嘘をつ

くように強いられたとしても、従わなければならない。 

 ふっくらとした丸顔の青年は「オータ」１という名前で、我々が

設立した日本人教会の牧師補佐である。彼はたくさんのことを学

ぶために真面目に勉強しなければならない状況にあるが、ユーモ

アに富んでおり、たいへん誠実で、若いにもかかわらず、非常に

信頼のおける人物である。彼の傍らには、もう一人のクリスチャ

ンがいる。その人物は、「ツル」２という名前で、昨年の夏、我々

と一緒に日光を訪れ、60 人から 100 人の前で何回も説教をした。

もちろん、最初に何を説教するか指示を受けているが、彼は英語

をよく理解しているので、最も優れた通訳者である。平安に満ち

た表情をしているのが「カドヤ」という人物である。彼の信仰が

本物であるか厳正に審査がなされたが、そのことについては後日

話そう。 

 他に 2 名の聡明なクリスチャンの少年が在籍している。その一

方で、昨年在籍し洗礼を受けた 3 名の少年が帰郷した。彼らは故

郷でキリスト教の教えを広めることを約束していった。また、今

月１名がここ横浜で商売を始めるために本校を去る。現在、在校

生のうち 3 名が洗礼を受けることを希望している。寄宿生は朝の

勉強と共に、毎晩 1時間の聖書の学びがある。 
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Children’s Work for Children 

Vol.Ⅱ-5,p.71 

May 1877 

 

Kadoya of Yokohama 

 

横浜のカドヤ 

無記名３ 

 

 カドヤ４は受洗後、安息日に働くことを拒んだため、最初は叩か

れた。そして、ついには、「安息日を守ること」という十戒の四番

目の掟を守ろうとするならば、「父母を敬うこと」という五番目の

掟を破らざるを得ないという困難に直面した。そこでカドヤはミ

スター・ルーミスを訪ね、助言を求めた。カドヤは、四番目の掟

に従うことが彼の義務であるならば、叩かれても構わない心積も

りであった。ミスター・ルーミスは、カドヤのおじの前でカドヤ

の主張を弁護した。すると、おじはカドヤが休息と礼拝の日とし

て安息日を守ることに首肯した。ところが、しばらくすると、親

戚の人たちがカドヤにクリスチャンであることをやめるよう強要

し始め、もし信仰を捨てないのであれば、勘当すると脅した。彼

らは、幼い頃から愛情を注いできたにもかかわらず、何と恩知ら

ずであるかとカドヤをなじった。この言葉は繊細なカドヤの心を

深く傷つけた。長いこと、親戚の怒りに怯える日々を送っていた

が、少しずつ怒りの程度が収まってくると、カドヤが彼らに向か

って「あなた方が喜ぶのならば、私はどんなことにでも従いまし

ょう。ただし、たとえ私の身体が粉のように砕かれたとしても、

信仰を捨てることはできません」と述べた。すると、彼らは金品

やおべっかを使ってカドヤの母親や祖父の力を借りようと試みた。

そして、ついにはカドヤを黙らせた。この時期、カドヤは我々に

次のような手紙をよこしている。「ダニエルをライオンから救い出

した神は必ずや自分のことも救い出すであろう」と。カドヤを襲
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ったこの騒動の最終段階は、母親と祖父という 2 頭のライオンか

らの烈しい攻撃であった。しかし、カドヤの心は常に喜びに満ち

溢れ、それは彼の表情にも表れていた。「私の身体は大きな苦痛を

蒙っているが、魂は喜びでいっぱいである。なぜなら、主が私と

共におられるからである」と綴っている。今現在は、嬉しいこと

に、カドヤに医学教育を施し、その間の支援も行いたいというド

クター・ヘボンからの申し出に対して、カドヤの母も祖父も同意

をしてくれた。よって、カドヤは無慈悲なおじから解放され、学

生用の居室で心地よい時間を満喫している。 
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Children’s Work for Children 

Vol.Ⅱ-6,pp.86-87 

June 1877 

 

Some Girls of Yokohama 

Mrs.J.C.Ballagh 

 

横浜の少女たち 

ミセス J.C.バラ 

 

 女学校と少年のための学校とは小さな竹垣で隔てられている。

女学校は小さな日本家屋で、少年のための学校よりもかなり小さ

い。どちらの学校の壁面にも、アメリカの友人から贈られた可愛

らしい絵が飾られている。これらの絵は、そこに描かれている真

実を少年少女たちが理解するのに大いに役立っている。願わくは、

絵を進呈してくれた親切な友らにそのことを知らせたい。さらに、

これらの絵は、学校の少年少女たちばかりでなく、土曜日に診察

を待つ病気の男女や子どもたちの退屈な待合室の慰めでもある。

彼らは絵を眺め、それによって彼らにも教えが伝授される。主イ

エス・キリストが幼い子どもたちを祝福している美しい絵を目に

することは、私たちが発するいかなる言葉を耳にするよりも、は

るかに強く彼らに真実を訴えかける。 

 ここでは、数人の少年が侍の用いるパンツを特別な日に身につ

けることを除いては、少女と少年は同じような服装をしている。

したがって、すぐには男女を識別することは難しい。加えて、彼

らは同じような名前を持っている。読者の皆さんは、ミス・マー

シュ(Marsh)と彼女の教え子の少女たちが英語あるいは日本語で

賛美歌「主我を愛す」を歌うのを聞いたならば、嬉しさを覚える

に違いない。彼女たちは、皆さんが歌っているのと同じ賛美歌を

たくさん知っており、とてもかわいらしく歌う。少年たちも賛美

歌を歌う機会は同じようにあるが、彼らの声質ゆえに、少女たち
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ほど上手ではない。ミスター・バラは今、少年たちに音符を用い

て歌を教えており、優れた低音担当のシンガーの誕生が期待され

ている。少女たちはミス・マーシュが大好きで、ミス・マーシュ

は彼女たちの教育に全身全霊を捧げている。新しい生徒を見分け

るのはさほど困難なことではない。なぜなら、ここにしばらくい

る生徒たちの表情は、彼女たちが習得した明るさと知性の発露に

より、大きく変化しているからである。彼女たちが朗読や暗唱を

するのを聞くのは喜びである。英語という外国語を上手にはっき

りと言葉にしていることに感動するばかりではなく、彼女たちの

日本語なまりの残る発音もまた愛嬌を感じさせる。毎週水曜日は、

通常の聖書の学び、賛美歌、祈りの後に、Peep of Day５の一章を

読み、残りの一日は裁縫に費やす。 

 もし、読者の皆さんが興味をお持ちならば、日曜学校と日本の

家庭を訪問した時のことを次回お話したい。 

 皆さんが日本の少年少女たちのために祈りをささげてくれてい

ることは想像に難くないが、さらに熱心に祈ることをお願いする

のをお許しいただきたい。なぜならば、彼らがクリスチャンにな

るのを支援してくれるような友人は、彼らの身内にはまったく存

在しないからである。それどころか、もし彼らが受洗したならば、

冷笑され、村八分にされるに違いない。しかしながら、彼らが主

イエス・キリストを救い主として受け入れないならば、私たちが

今彼らのためにしていることのすべてが、彼らに対する非難を大

きくするばかりである。
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Children’s Work for Children 

Vol.Ⅱ-9,pp.132-135 

September 1877 

 

The Jinrikisha of Japan 

By Mrs.J.C.Ballagh 

 

日本の人力車 

ミセス J.C.バラ 

 

掲載の挿絵をみると、人力車（jinrikisha）はどのようなもの

であるかかなり正確なイメージがつかめると思う。もちろん読者

の皆さんは、小柄な 2 人が乗っている挿絵のような人力車に乗る

のは楽しいと思うであろう。時には、一台の人力車に 3 人、4 人、

そして 5 人もの人が乗り合わせ、社交場のようになっているのを

見かける。人力車では、馬がおびえたり暴走したりするのを恐れ

る必要がない。しかし、これにかなり類似したことは起こる。数

日前、ある人力車は町中の坂を下っている時、クーリーが踵をし

っかりと地面につけなかったためか、あるいは、体を十分に後ろ

にそらせなかったために、今にもうつ伏せにバッタリと倒れそう

で、その上に人力車が覆いかぶさるのではないかというほどの危

険なスピードに達していた。恐れをなしたクーリーは、半ば自暴

自棄になって、道路の脇まで走り出ることで人力車を止めようと

した。それをしたために、人力車は小さな日本の家屋の中に突っ

込み、紙で作られている戸や窓を粉々にし、乗客の女性は放り出

されて怪我を負い、感覚が麻痺してしまった。我々は幸いにもそ

のような経験はまだしていない。昨年の夏、人力車で 90 マイルの

旅をしたが、1 回だけ軽い災難に会っただけであった。そのような

旅をする場合、4～5 マイルごとに、飲み物を取るために止まる。

また、喫煙や食事のためは、少なくとも 1 日 8 回は休憩する。あ

る場所では、かじ棒が少し上がった状態で、クーリーがそれを抑
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えていない時に、我々は人力車の乗り込もうとした。すると、頭

を地面に打ちそうになるほど、後ろに反りかえってしまったが、

怪我はなかった。クーリーの中には、日本の馬を追い越し、すぐ

に視界から遠ざけてしまうほどのスピードを身につけている者も

いる。 

 背の高い堂々とした紳士や淑女が、「大人サイズの車輪を持つ乳

母車」に乗っているのは滑稽に見えるが、彼らが籠(kago)に体を

丸めて乗り込む姿は、もっと滑稽である。籠とは、本誌の 1876年

11 月号で説明をしたもの６である。この籠という乗り物は、道が狭

く人力車が通れないところを除いて、ほとんど使用されなくなっ

ている。籠は、山道でも、岩道でも、渓谷の間でも行くことがで

きる。曲がりくねった山道や断崖の上を走っている時、担ぎ手の

男たちの足元がしっかりしているかどうか確かめずにはいられな

い。ある日、背が高くがっちりとした体形の男性であるミスター

B…が、籠を肩に乗せて持ち上げようとしたが、一歩も進まないう

ちに、落してしまった。彼が言うには、肩が砕けそうな感じだっ

たそうである。それほど重いものであるにもかかわらず、担ぎ手

は 10 分毎に、担ぎ棒を乗せる肩を代えるために止まるものの、数

マイルも早足で進む。担ぐ肩を代える時は、器用にかがみこみ、

もう一方の肩で荷を負って立ち上がる。その間、担ぎ棒は手に持

っていた杖が支えとなっている。彼らはおしゃべりをしながらも、

どんな質問にも直ちに答えてくれ、道端に咲いている美しい花を

摘むために止まってくれる。我々と同行した２人の少女は籠の乗

車を心から楽しんだ。彼女たちは向かい合って座り、おしゃべり

をしたり、好きな遊びをしていた。 

 私は人力車の男たちをクーリーと呼んできたが、中には下層階

級ではない人もいて、彼らは日々の糧を得るためにこのような召

使的な労働に集まるほど零落したのである。少なからぬサムライ

（samurai 古い規範における日本の上流階級）が、人力車の担ぎ

手や外国人の使用人の中に見出せると聞いている。人力車と籠の

私の初体験は、非常に苦痛であり、同じ人間を労役用の動物の如
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く用いていると思えてきて、悲惨であった。私は最初に日本に足

を踏み入れた時、私の旅仲間が乳母車に乗り込み、小柄なクーリ

ーによって素早く運ばれていくのを見て、筆舌に尽くしがたい可

笑しさを覚えた。しかし、私の番が来た時、それは決して滑稽な

ことではなくなった。籠が多少重く感じるようになると、クーリ

ーは「ハイ フイダ ホ（hai fuida ho）」と吠える習慣があるこ

とを私は知らなかったので、坂を登り始めた時、私の恐怖心は同

情心と同じほどになった。私は貧しい人間が苦しみもがいている

と思い、クーリーがそのうち倒れて、きっとその場で死んでしま

うのではないかとハラハラし通しであった。なぜ止めてほしいと

彼に言わなかったのか不思議に思うだろうが、私にはどうするこ

ともできなかった。英語は彼にとって意味を成さないものであり、

私は日本語を使うことができなかった。 

 もし、彼らがクーリーとして生きていかなければならないのな

らば、労役用の動物のような死に方をしないように祈ってほしい。

彼らには祈りや助けを必要としているあわれな妻や子どもたちが

いる。どうか、皆さんの誰かがここに来て、彼らのために祈ると

共に、働いてほしい。今、皆さんは祈りと献金によって彼らを大

いに支えることができる。そして、皆さんが成長し、仕事に就く

時期が来たならば、神が皆さんのうちの誰かを私たちのもとに遣

わしてくれることを祈っている。「多くの者の救いとなった人々は

とこしえに星と輝く」７という聖書の言葉を思い出してほしい。 
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Children’s Work for Children 

Vol.Ⅱ-11,pp.174-176 

November 1877 

 

A Japanese Family 

 

日本の家庭 

無記名８ 

 

 掲載の絵は、一人の日本人の商店主が、妻と娘と一緒に、夕飯

を始めようとしているところである。彼らの姿勢は、我々から見

ると、非常に疲れるものであるが、彼らにとっては慣れたもので、

大いにこの姿勢を好んでいる。トルコ人のスタイルとは異なるが、

足を曲げて体の下に入れ、その結果、体は両足の裏の部分に載る

形となる。 

 母親の前にある箱のような家具の一品は、暖房炉である。その

上にはいつも沸騰したやかんが置かれている。日本人は一日を通

して頻繁に茶を飲み、客人には常に一杯の茶をふるまう。クリー

ムを入れたピッチャーや砂糖の入ったボールがないのに気づいた

であろう。なぜならば、日本人はクリームや砂糖を持ち合わせて

いないからである。彼らは透き通った状態で茶を飲む。茶にクリ

ームや砂糖を加えることにより、我々西欧人は茶の味を損ねてい

ると、日本人は考えている。 

 挿絵の家族が使用しているテーブルは、非常に小さくて、低い

ものである。もし彼らの暮らし向きがもっとよかったならば、た

ぶん、同じような小さいテーブルを家族一人一人のために用いて

いるであろう。しかし、彼らはたくさんの食器を持っていないの

で、一つのテーブルがすべての目的にかなっているのである。彼

らの夕食はおそらく非常に簡素で、米飯に芋、そして数種類の野

菜か魚がたぶん添えられている。日本にもアメリカにある野菜や

果物の多くが存在する。そして、魚が豊富である。なぜならば、
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すでに知っているとは思うが、日本は周囲を海に囲まれているか

らである。 

 挿絵の男性も女性も扇を持っている。というのは、すべての日

本人が暑い季節には扇を携帯しているからである。彼らは非常に

寛いで見える。そして、あたかも真面目に食事に取りかかろうと

しているかのようである。ただし、我々にとっては、そのように

小さなテーブルを囲んで床に座ることは、遊びのように思えるの

だが……。そして、それはまた喜ばしい光景でもある。なぜなら

ば、異教の国々においては、日本のように家族が集まって一緒に

食事をすることは、非常に稀だからである。インドでは、妻や娘

は主人が食べ終わるまで待たなければならず、彼女たちの食事は

男たちが食べ残した物である。 
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Children’s Work for Children 

Vol.Ⅱ-12,pp.190-191 

December 1877 

 

A Visit to Daibutz 

By Mrs.J.C.Ballagh 

 

大仏探訪 

ミセス J.C.バラ 

 

 私たちは、早朝にここ横浜から人力車（jinrikishas）に乗り、

鎌倉を訪れた。昼食は茶店でとった（その一部は挿絵９の右側に描

かれている）。帰りは別のルートを通って、7 時に帰宅した。鎌倉

へ向かう途中、美しく自然に富んだ景色の中を通過した。鎌倉の

町には、700年の歴史を持つ中国の寺があり、多くの参詣者を集め

ている。しかし、私たちは古くからの偶像崇拝の対象であるより

巨大な遺物を見ることを切望していたので、その寺院には長く滞

在はしなかった。 

 大仏は町の中心部から 2、3マイル離れたところにある。焼けつ

くような太陽光線を遮る木陰すらなく、大仏は野晒しの状態で置

かれている。この偶像は、銅で作られており、44 フィートの高さ

がある。通常、仏陀は蓮の花の上に座しており、両手は握られて

いて、専心と休息の態度を示している。その神の足もとにある小

さな香が焚かれている祭壇は、銅製の台ならびに同じ金属と技術

を用いて作られた蓮の花瓶から成っている。両側に立つ提灯は、

12 から 14フィートの高さがあり、同じく銅製で、芸術の素晴らし

い見本である。これらは大名（daimios）から寄進されたもので、

非常に高額なものである。 

 仏陀はいつも同じような姿をしている。例外として、若い頃や

神になる以前の姿を表現したものも少しはあるけれども。その頃

は、まだ彼の額には印がなかった。聞いたところによると、その



 

25 

 

額の印は、偉大な魂が彼の中に入り込んだ場所であり、それが彼

を神となさしめたということである。我々はあまりにしばしば日

本人から一人一人まったく異なる説明を聞かされるので、単なる

うわさ話を今紹介しているのではないかという恐れすら感じてい

る。 

 我々は台座をよじ登り、7 人一度に仏像の親指の上に座った。大

仏の外観をじっくりと見物して好奇心を満たしたのちは、大仏の

内部に入ることもできる。我々は踊り場まで階段を上り、仏像の

背中にある窓から素晴らしい景色を眺め、内部では、鼻の部分に

ある祭壇を見物した。大仏の上部は遥か頭上にあるので、そこま

で登ることはできず、見上げることができるのみである。日本人

は梯子段を使って、大仏の土台の部分に降りる。そこには静かな

小礼拝堂があり、その祭壇は大仏の銅製の衣の襞の隙間を通して

差し込む太陽の光が注いでいる。 

 もし我々がこの素晴らしい一点の芸術品を建立するのに費やさ

れたすべての労役と犠牲を知ることができたならば、それは何た

る歴史に残る話であろうか！ 仏像を建立するのに必要なお金を

乞うためにあちこちを旅して巡った僧侶や尼僧たちは、そのよう

な行いをすることにより、偉大な仏陀の機嫌を取っていると考え、

そうすることで天国に行くことが保証されると思っていた。また、

彼らにお金を与えるために自分の欲望を我慢している人々も同様

に天国が保証されていると考えていた。しかしながら、それは全

く空虚なことであった。というのは、誰一人として、そのような

行為によって、より幸福になったり、暮らし向きが良くなったり

した人はいないからである。 

 帰路は別の道を通ったが、絶え間なく絶景を楽しんだ。ある場

所は、「天国の平原」という名称を授かるほど美しく、広大な見晴

らしを誇っている。人力車（jinrikisha)の男性は、町ごとに休憩

をとったり、水を飲んだり、たばこを吸うために立ち止まらなけ

ればならなかった。ある町では、盛大な祭日、つまり、祭り（matsuri）

が催されていた。大勢の人々が晴れ着を身につけていた。群衆が
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取り囲んでいる寺院の庭では、力士が踵の上に体重を乗せ、土１０を

お互いに向かって投げる動作をまさに始めようとしていた。合図

と同時に、力士は互いに飛びかかった。試合は両者がぐるぐる回

っていて、ほとんど互角であった。我々は決着がつくまでは見て

いなかった。もし、若い友人であるあなた方の誰かが我々を訪ね

てきてくれたならば、大仏までの人力車の旅をきっと楽しむだろ

うと確信している。 
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第１部 ミセス・バラの書簡 
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Woman’s Work for Woman 

Vol.Ⅷ-3,pp.70-71 

March 1878 

 

Recent Missionary News 

Mrs.Ballagh,Yokohama,Japan 

 

近況報告 

ミセス J.C.バラ 

 

 この 4 ヵ月は、多くの心配事や苦労が私たちの上に重くのしか

かり、力強い助けがなかったならば、おそらくは心身ともに喪失

していたであろう。毎日 5、6 時間の授業をし、来訪する宣教師た

ちをもてなし、その間に、地震と台風でずたずたになった 7 つの

建物を日本人の職人と一緒に元に戻すのは、決して容易な作業で

はない。私たち（ミスター･バラ、ミス･マーシュ、そして私）が

このように健康でいられるのは驚くべきことであり、友らによる

私たちのためへの祈りが聞き入れられたと実感するばかりである。

私たちの生徒の数は日々の出席者が 100 名を超え、日曜学校と礼

拝参加者は以前よりはるかに多くなっている。ミス・マーシュは

週一回祈祷会を開催している。私も週一回とその他に月に一度は

ある女性の自宅でも祈祷会を催している。この女性は「私はたく

さんの罪を犯してきたが、今は救いのよき証を得ている」と話し

ている。彼女は友人や隣人を招いているが、その中にはかなり高

齢の男性も数人おり、周囲からやや敬遠された場所に座り、おそ

らく一度も賛美歌集会などには招かれたことがない様子である。

出席している人たちの社会生活について言えば、上流階級の女性

たちは詩作や綺麗な刺繍細工をする以外ほとんどすることがない。

その下の階級の女性たちは一家の世話、縫い物、礼儀正しく子ど

もをしつけることを担っている。三番目の階級の女性たちは家事

一切をしなければならない。そして、四番目の階級の女性たちは
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家族を支えるためにお金を稼がなくてはならない。 

 私たちの生徒である少年の一人が四番目の階級の女性たちにつ

いてこんなことを言っていた。「彼女たちは文明人のようである。

というのは、彼女たちは夫に口答えもすれば、夫と口論もする」

と。日本人は熱気にあふれた議論を口げんかと呼んでいるが、四

番目の階級をのぞくと、日本人の女性は誰一人として夫の命令に

対して反抗的な言葉を発する者はいない。普段、家族は一緒に食

事をするかもしれないが、夫に来客があった際は、妻と娘は接客

をしなければならない。だが、女性を虐待するような風習の多く

は過去のものとなっていると言えるのは実に喜ばしい。今や、妻

や娘を売り飛ばすことは法律で禁じられており、高位の役人は夫

人を伴って私たちを訪問している。女学校が国中に増加している。

皇后による師範学校は 300 人の生徒を擁しているが、ミッション

スクールが女性の地位を高める先頭に立っており、他の国と同様、

聖書こそがこの活動の第一の道具である。 
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Woman’s Work for Woman 

Vol.Ⅸ-9,p.292 

September 1879 

 

Abroad 

Yokohama 

 

報告書簡 

 

ミセス･バラは、夫の運営する男子寄宿学校の支援を続ける傍 

ら、横浜の浮浪児と呼びうるような子どもたちの間で興味深い 

活動を遂行している。この子らは、母親が茶焙じ場で働いてい  

る間、幼い妹や弟を背負い、路上で一日を過ごしている子ども   

たちである。ミセス･バラからの最近の手紙を紹介しよう。 

 

ミセス J.C.バラ 

 私たちの「貧民学校」について一言添えなければならない。  

それは、休日を除いて、9 ヵ月間中断なしに継続している。子ど  

もたちは、決して望ましい環境下ではないにもかかわらず、私が

期待していたよりもはるかに成長を遂げている。私たちは茶焙 

じ場が集中する近くに家を持ちたいと希望している。そうすれ 

ば、たくさんの子どもたちを教育することができる。私はこの活

動を続けるために募金を集めるつもりである。なぜならば、伝  

道本部に活動資金を求めることは私には考えられないからであ 

る。と言うのは、この活動は、他の活動とは異なり、多くの成   

果を期待できないからである。私たちの計画は、100 人ほどの子 

どもたちを収容できる場所を確保し、日曜日には母親たちも招 

いて聖書の学びの時を持つというものである。これは壮大な計 

画であり、神が使用者と使用人双方の心を大いに動かさない限り、

まったくの失敗に終わるだろう。どうか、見捨てられた階層であ
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るこの多くの人々のために、熱い祈りをささげてほしい。3,000 人

以上が茶焙じ場で働いている。 
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Woman’s Work for Woman 

Vol.Ⅸ-11,p.371 

November 1879 

 

Abroad 

Mrs.Ballagh,Yokohama,Japan 

 

報告書簡 

ミセス J.C.バラ 

    

 ミセス･ヘボンの日曜学校はとても盛んで、ミセス・ウィン１１の

日曜学校も同様である。ミセス・ウィンは週一回女性のための祈

祷会を催し、もし、私たちの学校の生徒の一人を教師として採用

できたならば、彼女は平日の学校も始めるつもりでいる。実現は

間近であろうが、仏教の僧侶による妨害は甚だしく、ミセス・ヘ

ボンの学校に多くの生徒が集っていることが彼らの嫉妬心をかき

立てているのである。ミセス･ヘボンの学校は、当初は汚くむさ苦

しかったが、今は整っている。愛嬌ある表情の高齢女性が、ここ

におけるミセス･ヘボンの活動の最初の実りとして、信仰者となっ

た。私たちの少年らは数ヵ月間毎日曜日に二つの大きな集会を持

っている。一つは横浜のかなり東の方面で、もう一つは西側であ

る。彼らはすべて自力で会場を見つけ、賃料を支払い、聴衆を集

めた。学校が終了する前の数週間は、60 名から 100 名もの人々が

集まった。私はいつも水曜日と木曜日にこれらの会場に行ってい

た。行けるところまで人力車を使って行った最後の日、女性や少

女たちを待っている間、私のヘルパーは一軒の家に入って行き、

『イエス･キリストの生涯』の中に描かれている絵を見せた。住人

と会話を交わし、彼らのために賛美歌を歌って辞そうとすると、

「もっと！」と訴える住人の要求のまなざしが彼女を捕らえた。

オヨシさん１２は次の日曜日にまた歌ってあげると約束した。 

 礼拝が催される寺院に到着するや、複数の異なる偶像が飾られ
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た大きな堂の前方に着席し、私たちは真の神を崇め、賛美した。

これらの寺院が私たちの栄えある救い主を礼拝する場所に変わっ

てくれたらと何度望んだことだろう。私たちはいくつかの寺院で

祈祷会を催してきたが、この寺院は今回が初めてで、「昔の話」を

聞こうとする多くの聴衆が集まった。常時多くの人が出入りして

いたが、最初から最後まで熱心に聞き入っていた人も少なくなか

った。帰路、もし私たちに十分な時間と体力があったならば、立

ち止まって伝道できそうな多くの集団を見かけた。ある場所では、

時間はわずか数分であったが、20 名の熱心な聴衆を得た。しかし

ながら、聖霊が彼らの心に火を点すまでは、彼らの空ろな、ある

いは当惑の表情があるのみである。日本の全土に聖霊が力強く注

ぎ込まれますように！ ミセス･ウィンは、5 月と 6 月に国内を旅

した際、知識階級の間では「新しい教義」または「キリスト教」

について耳にしたことがない人はほんの僅かであるという事実に

接し、心を打たれた。彼らの大多数はキリスト教をより深く知る

ことができて喜んでいた。 
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第１部 ミセス・バラの書簡 

 

 

Woman’s Work for Woman,1878-1879 
 (オリジナル) 

 
 

March 1878   Recent Missionary News    

September 1879 Abroad        

November 1879   Abroad       
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第２部   
 

ミス･マーシュの書簡 
(翻訳) 

 
 

1876年 10月 31 日  Yokohama,Japan 

1876年 11月 17 日  Yokohama,Japan 

1876年 11月 17 日  Yokohama,Japan 

1876年 12月 28 日  Gama no,Ni shia ku Ni ju go Ban 
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Yokohama,Japan 

October 31th,1876 

 

故郷の皆さんへ 

 

苦痛な旅を終えて、ついに目的地に到着した。無事に上陸でき

て感謝、今一度、感謝である。この地こそ、私が多くのことを求

められている地である。 

他の宣教師たちは中国の活動地へと向かった。彼らはここに一

泊し、翌日昼間の出航を私は見送った。船は港の沖合い 1 マイル

ほどのところに停泊しており、岸からは小型の木造平底船サンパ

ンで渡る。このサンパンはほぼ裸で叫び声を上げている労働者ク

ーリーによって操縦されている。私は最初、決して陸にはたどり

着けないだろうと思ったが、それにもかかわらず、サンパンがど

んな風に翌週に備えて整備されるのかを見たいがために、私は再

び乗船する冒険を敢行した。中国へ向かう宣教師たちとの別れは、

祖国を離れる時のような心境だった。私たち宣教師一同は、病気

や危難の時、お互いに親近感を高めていったからである。親愛な

るミス・アンドリューの優しさと忍耐強さは、実の母に勝るとも

劣らないものであった。私の心は、彼らのさらなる長い旅の間中、

彼らとともにある。恐ろしい船旅による神経的な不安から、私は

彼らを引き止めたい気持ちでいっぱいだった。前夜に風の音を耳

にし、私の心は深く沈んだ。主が彼らとともにあり、安全に彼ら

が目的地に至りますように。 

 無事港に到着した時、私たちは暴風雨に遭遇していたことを知

らされた。もし、あと数度船が傾いていたならば、私たちは海に

沈んでいたに違いない。「私に賜ったもろもろの恵みについて、ど

うして主に報いることができようか」１３。あなたに前回手紙を書

いた翌日、もう一艘の汽船と出会った。それはすぐに視界に入り、

航路に加わった。ミス･ケッチャムは封筒の上に「私が興奮して思

いを馳せること……それは陸地が視界に入ること」と記していた
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が。この渡航機会を得られたことは、なんとありがたいことか。

なぜなら、もう 1 ヵ月待たされたならば、さぞかしあなたは心配

したであろうから。 

 私はまだ旅の影響から回復しきっていない。1、2 回学校へ行っ

ては見たが、まだ働けるほどではない。できるだけ早く働き始め

たいのだが。というのは、ミセス･ヘボンは体調が悪く、私を切実

に求めているからである。彼女は昨日東京へ行った。私も同行し、

ミス･ヤングマン１４の学校を見学するつもりであったが、気分が思

わしくなく、あきらめた。今日もしばらくの間、起きていられる

のみである。直ちに元気になるのが無理なことは承知しているが、

かなり我慢がならない気分である。しなければならないことがた

くさんあり、もっと早く来るべきであったと思わされる。 

 金曜日、11 月 2 日。時間があれば、少しでも手紙を書こうと思

う。一度に考えられるよりも多くのことを話すはずである。私は

ほぼ午前中いっぱいミセス・バラと一緒に外出し、非常に疲れた。

私が十分に丈夫でないと思われてしまうのではないかと不安で、

するべきこと以上のことをしている。 

 私たちは、たしか「人力車（Ginrickis）」というものに乗り、5

セントで市内のどこへでも行くことができる。これは安価なもの

の一つである。私は、故郷では 25セントもあれば十分に買える偽

物の貝の櫛に 1ドル 40セントも支払った。船中で破損してしまい、

買わざるを得なかったのである。 

 特に宣教師たちは、故郷のライフスタイルを維持しようとして

いるので、生活費がかさむ。彼らはそれが必要なことであるとい

う。私が自己流にやることを誰も期待していない。私の部屋には

世話係の男性が一人いる。私たちは食卓において自分たちで取り

分けたり、好き勝手に食べたりしてはならない。三人の少女が常

に給仕として控えている。それは決して心地よいものではないが、

慣れていかなければならない。 

 家具に関しては、用意したものを私が気に入るか皆が気にかけ

ていることがわかった。ミスター･バラは、今日の午前中に 13 ド
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ルのランプを私のために選んでくれた。それはたしかに美しいも

のではあったが、8.5 ドルのランプで十分であると私は主張した。

まだ家具に多くを費やすことはできない。明日、男性が一人やっ

てきて、私のためにきれいなカーペットを作り、敷いてくれる。

男たちはその作業をここで行う。 

 ミスター･バラの調理人は、小柄な変わり者の見本のような人物

である。彼は執拗に私に話しかけ、何を言っているのかを私が理

解できないからと心の底から笑う。まだあなたに話していなかっ

たが、私はミスター･ジョン･C・バラ宅に寄宿している。彼は少年

部で教えている。ドクター･ヘボンは学校からかなり離れたところ

に住んでいる。学校はこの「バラ邸」の敷地内にある。私の部屋

は非常に快適である。 

 学校については、子どもたちにいずれ詳しく書きましょう。昨

日私は頑張りすぎて、学校にいる間、頭痛や背中の痛みを忘れて

しまうほどであった。私は自分自身を理解してもらいたい気持ち

でいっぱいである。そうすれば、ここにいる愛らしい少女たちに、

通訳を介さずに、話しかけることができる。 

 今日はミカドの誕生日で祝日である。日本人の店は終日閉まっ

ている。外国人の店は昼に閉店する。今、思いついたのだが、一

つお願いがある。次の手紙に同封して、ウィリーが使っているマ

ガジンラックの型紙を小布に写して送っていただけないだろう

か？ 少女たちのために手芸品がほしいのである。もし、他に何

か良いアイデアがあれば、ぜひ教えてほしい。毛糸細工はとても

人気があり、わたしはそれをお互いのクリスマスの贈り物として

彼女たちに作らせたいと思っている。どうか、忘れずにお願いし

たい。なぜなら、手紙はそう頻繁には来ないからである。 

 11月 9 日。今は夜の 10時過ぎで、もう就寝しなければならない

が、明日蒸気船が出航するので、今夜もう少し綴っておかなけれ

ばならない。前回手紙を書いてから一週間が経ったが、すべての

瞬間が手一杯の感じである。ミセス･グリーンが活動の休止を余儀

なくされ、皆は私が日本の教会のために祈り、尽力することがで
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きるのか非常に不安を抱いている。そのため、私は寸暇を惜しん

で活動し、私の上達に皆かなり驚いている。そこには、他のすべ

てのことと同様に、主の助けがあると私は強く信じる。 

 私は朝食後に学校へ赴き、9 時まで少女たちと歌う。学校にはオ

ルガンがあり、少女たちはそれを嬉しく思っている。今週は学校

でずっと一人であった。日本人教師は病気で、今では彼がいない

ほうがやりやすい感じである。英語がわかる少女はわずか二人だ

けで、しかもあまり上手ではない。私はパントマイムを交えて、

懸命に理解してもらおうと努力している。 

 私は日本語のフレーズをいくつか覚えた。そして、覚えたら直

ちに使うようにしている。しばしば馬鹿げた間違いを犯すが、皆

は非常に礼儀正しい故か、あるいは私を恐れてか、決して笑った

りしない。今日、私は一人の少女に「本を持ってきてください」

と日本語で話しかけてみた。彼女は、躊躇しつつも、立ち上がり、

本を持たずに私のほうへゆっくりと近づいてきた。私はその少女

が自国語を理解できないのか、私の言い方が間違っているのか知

りたくて、昼食時のテーブルで、もう一度同じことを言ってみた。

すると、少女たちは心から笑って、私に教えてくれた。私が「本」

のつもりで発した言葉は、「あなた自身の半分」という意味の日本

語だったのである。そのかわいそうな少女がどれほど当惑したか

は想像に難くない。 

 長母音と短母音の発音の違いは大きな意味の違いを生む。昨日、

私は一人の少女に小さな「儲け」をストーブにくべるように指示

した。日本語の儲けと薪の違いは、“a”の発音の違いである。愛

らしいその少女は、私がしてほしかったことを行い、それから控

えめに小枝を私に差し出して正しい言葉を教えてくれた。 

 私は1時まで教え、食事をする。3時には私の先生がやってくる。

日本語の勉強は 5時の祈禱会に間に合うように時間通りに終わる。

軽い夕食の後、9 時まで祈禱か英語の会議が続く。その後に、勉強

をするために 2 階へ駆け上がる。 

 私が手紙を記すペン運びは、私自身と同じように慌しくはない
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だろうか。まだまだ沢山書きたいことがあるが、次回にとってお

こう。ウィリー・ミーンスにも手紙を送りたいが、今回は無理で

ある。 

 さようなら。皆さんに愛を込めて。とりわけ、アクロンの友た

ちに。皆さんが私のために祈るのを決して忘れないことを願う。

皆さんの祈りは海を隔てた私たちにどれだけ多くの力を与えてい

るかを忘れないでほしい。 

 可愛らしい子どもたちに私からの抱擁とキスを送る。 

 

おばより 
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Yokohama, Japan  

November 17th,1876 

 

親愛なるウィリーへ 

 

今回はあなたが私からの手紙を受け取る番で、たくさん話した

いことがある。大海原を横断した私の旅については、エラおばさ

んが後日話してくれるだろう。それは決して楽しい話ではないと

確信するはずである。しかし今は、あなたにぜひ見せてあげたい

と望むようなものを常に目にしている。なかには、あなたのよう

な幼い少年の目には触れさせたくない悲しい光景も多々あるのだ

が。 

先ず初めに、私の学校の校舎について話そう。それは小さな四

角い建物で、タイルで覆われている。フェンスは真直ぐに立てら

れてワイヤーで束ねられた竹の枝で作られている。部屋は二重の

壁があり、内側の壁はガラスのドアで構成され、外側の壁は板で

できている。両方とも横にスライドさせることができるので、す

べてを開け放つと屋外にいる気分である。日本の家屋や店舗は皆

同じような造りで、店は常に正面が開け放たれている。日本人の

住居は、ドアがガラスではなく、白い紙でできている。 

日本の家屋に入ってあなたがまず躓くにちがいないのは、戸口

の上り段のあたりに散乱する履物の山である。その履物は二枚の

板切れの上にもう一枚の板切れを載せたまったく奇妙なもので、

煉瓦作りの家の土台のように見える。彼らはそれを履いてカタカ

タ大きな音を立てながら、道を重々しく歩く。この履物は、親指

とその他の指の間に紐を通わせることにより、しっかり留められ

ている。靴下を着用する人は、白か黒の布製のものを履く。それ

は乳児用のソックスのような形をしており、親指の部分が分かれ

ている。 

少年も少女も前面が開いているスカートのようなものをはいて

いて、腰の辺りでしっかりと留められ、体に巻きつけられている。
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このスカートと合わせて、上半身は非常にゆったりした袖の衣服

を着用している。これが彼らの身に着けているもののすべてであ

る。帽子の類は、男女ともに被っているのを見たことがない。ク

ーリー（身分の低い労働者）の中には、肌にフィットする非常に

細身のパンツとその上にソックスをはいている者もいる。彼らの

服装は、この寒さの中では、より快適に見える。 

子どもたちは学校に来ると、私の机に近づき、膝を折り曲げて

体を乗せると、顔が床に届くほど深くお辞儀をする。授業中、何

か質問をする際には、小さな手を前で交差させ、低く頭を下げて

礼をする。男性が常にお辞儀をしながら雑談しているのを見るの

は面白いものである。 

11月 18日、土曜日、午後。日本に着いて初めて地震を体験した。

家は前後に揺れていたにもかかわらず、皆によると、これは軽微

なもので、間もなく、また揺れが来るだろうとのことだったので、

私は一晩中震えていた。ここ日本は頻繁に地震があるので、いつ

か、この小さな島国は消滅してしまうのではないだろうか。 

ミセス･バラによると、昨年の春、シャンデリアのランプの一つ

が揺れ落ちて壊れ、額縁の絵は落下し、食器類は粉々になったそ

うである。しかしながら、ドクター・ヘボンが 17 年前に日本に来

て以来、重大な災害は発生していない。地震による揺れで家屋は

傷み、雨漏りがするようになるが、風による家屋へのダメージの

ほうが、地震よりはるかに大きい。なぜならば、日本には台風や

サイクロンなど、あらゆる種類の恐ろしいものが襲来するからで

ある。 

先日、日本の家庭を訪問した。夕刻だったので、紙のドアは閉

じられていた。ノックをする代わりに、外に立って呼びかけた。

奇妙な小さい家で、こぎれいなマットが敷かれた一間のみである。

（言い忘れていたが、私の教室はクッション性のある床にわら製

のマットが敷かれている。）家具はほとんどなく、真ん中に数個の

炭が乗せられた小さな灰の箱が一隅に置かれているくらいである。

これが日本人の所有しているストーブであり、火鉢（Hibachi 火
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の箱）と呼んでいる。 

人々はひざを折り曲げて踵の上に座り、マットの上に寝る。ゆ

えに、彼らは椅子に座ると非常に居心地の悪そうな動きをする。 

そろそろ学校へ行って、夕食の時間までオルガンの練習をしな

ければならない。いくらでも話したいことがあるが、少しは次回

に残しておこう。 

さようなら、愛しい坊や。ウォルター、メアリー、そして赤ち

ゃんへ愛を。 

 

おばのベレより 
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Yokohama,Japan 

November 17th,1876 

 

親愛なるマティ姉へ 

 

 昨晩、些細な遺憾に思うことをあなたに綴っていると、それを

記すや否や突然地震に襲われ、私の良心も少々揺さぶられてしま

い、気に触る前半部分を直ちに破ってストーブに投げ入れてしま

った。さて今、後半の感情むき出しの表現につながるような新た

な書き出しができるか試みてみよう。 

 今は勉強するべき時間であることは承知しているが、どうして

もそのような気分にはなれない。昨晩は熟睡できず、午後は訪問

に費やされた。ミスター･バラは、イングランドの YMCA から若者

への祈りのために日本の YMCAは一致団結するようにとの要請のメ

ッセージを受け取った。よって、私たちは 5 時からの祈禱会に出

席したいと望んだ。ドクター・ブラウン宅から出てきた時、かな

り急がなければならないことに気がついた。ミセス･ブラウンの乗

る人力車の車夫が提灯に火を点すのに手間取っていたため、彼女

は私の人力車を先行させることにし、車夫に私を YMCA に送り届け

るように指示して、すぐに後から行くと話した。私の車夫は「は

い、はい(hi,hi!）」と返事をしたが、彼らは理解していようがい

まいが、いつもそう言うのである。そして｢急いで！｣という意味

の日本語である｢ジギ、ジギ(jiggy jiggie）｣と叫びながら、大急

ぎでスタートした。 

 約 1 マイルほど走った後、まったく馴染みのない場所に至って

おり、奇妙であることに気づき始めた。しばらくして、車夫は立

ち止まり、近くの集団にここはどこであるかと尋ねた。彼らは車

夫が道を間違えていることを指摘したので、別の方向に走り始め、

少し行っては、また別の集団に道を尋ねた。人だかりができ、大

声で話し合っては私に何かを訴えかけるが、私はただ｢わかりませ

ん｣と彼らの言葉で言えるのみであった。 
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 徐々に暗くなり、自分がどこにいるのか皆目見当がつかず、ど

うやって家に帰ればよいのかも分からなかった。もしかしたら、

彼らはこの番号を知っているのではないかと思い、｢39 番(San jui 

ku ban)｣と言ってみた。しかし、誰もが聞いたことがないという

表情であった。ついに、少し英語が分かる人物が探し出され、何

とか目的地を説明することに成功した。車夫はようやく正しい道

筋を得たが、家に帰り着くまでにかなりの時間を要した。 

 私は疲れ、気分も落ち込んでいる。日本へ向かう古い蒸気船の

中で、私は何度も転んだが、一度は右の手首を捻ってしまった。

ミス･アンドリューの上に覆いかぶさるように倒れこんでしまい、

彼女を傷つけてしまったのではないかと非常に心配した。腰痛が

ますますひどくなったので、手首のことはあまり気にかけなかっ

た。 

 数日前、ミセス･バラから、私の手首に異様なこぶがあることを

指摘された。私は少し気にはしたが、また忘れてしまった。しか

し、痛みが取れないので、今日の午前中にドクター･ヘボンを訪問

した。彼の診断によれば、靭帯を痛めているとのことである。回

復するであろうが、手首が多少変形してしまうかもしれないそう

だ。転倒によって肢体不自由者にならなかったのは感謝である。

しかし、手首が変形していくのを想像するのには耐えられない。

腰は完治していないが、快方には向かっており、十分によくやっ

ていると思う。 

 木曜日、夜。書きたいことが山ほどあり、毎週の経験から一冊

の本を作ることができそうである。それらはすぐに昔の話となる

だろう。私はものすごく忙しく、時にはかなり泣きたい気持ちに

なる。ほとんど勉強する時間がない。教師が来る前に教科書に目

を通す時間さえほとんど持てない。教師がいる間も、ほとんどい

つも訪問者に呼ばれて階下に行かなければならない。 

 日本語は実に厄介な言語である。ドクター･ヘボンは 17 年間ず

っと学び続けているそうだが、私の教師の話では、未だ流暢には

しゃべれないようである。日本語は中国語以上に構造が難解との
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ことである。日本人はすべてを逆に行う。後ろから読み、右側か

ら書き始め、文章は前後が逆で、子どもたちは顎から縫う１５、な

どなど。 

 日本語のアルファベットはわずか 72 文字であるが、それぞれが

多くの形態を有している。また、それぞれが音節を成しているの

で、一つ一つ正確に発音する必要がある。私は今それらの違いを

習得したと思ってはいるが、いつも新しい言葉に出会うとつかえ

てしまう。横浜は 4 文字である。それはすべてが奇妙な音である。

アクセントが全くなく、句読点もない。音節が次から次へと抑揚

なく口から飛び出してくる感じで、実に奇妙である。 

 私はかなりの数の文章をどうにかこうにか聞き覚えた。人力車

に乗り、一人で買い物にも出かける。買い物をする時、言い値を

支払うことは決して期待されていない。そんなことをするのは初

心者である。沢山の美しいものが売られている。しかし、私はま

だあまり無駄遣いをしないよう自分に課している。｢日本｣はすぐ

に消えてしまうわけではないのだから、少しずつ許される範囲で

買い集めていくことにしよう。 

 昨日、額縁を作っている場所に行った。店は、以前にも書いた

ように、すべて扉が開け放たれていている。店員は講壇のような

一段高い場所に商品を広げ、踵の上に体を乗せて座っている。私

はずかずかと入って行き、店員が立ち上がるのを待たずに、｢バラ

さん、39番｣と言った。なぜなら、彼らはいつも立ち上がる前に恭

しくひれ伏すからである。彼は｢はい、はい｣と答えて、もう一度

お辞儀をし、何か言い添えたが、その言葉は忘れてしまった。店

員にここの住まいに来てほしいと頼みたかったのだが、日本語で

なんと言ったらよいか分からなかった。私は英語で話しかけ、彼

は日本語で応答した。しかし、お互いに言っていることが理解で

きなかったので、なんら会話の進展はなかった。ついに私はジェ

スチャーを用いて、ミスター･バラ宅の 39 番に来てほしいと伝え

ようとしていることを何とか理解してもらったが、ほとほと骨の

折れる作業であった。その結果、今朝、彼はやって来た。 
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 今ようやく、私は十分に落ち着きを取り戻し、安心して就寝で

きそうである。おやすみなさい。次回の手紙は、もっと心地よく

て気品のある書きぶりを心掛けよう。私の文才がもっと養われて

いたならば、どんなに良かったかと思わずにはいられない。ここ

にはあまりに多くの物珍しいものが存在する。私はそれらをあな

たに実際に見せたい気持ちでいっぱいである。 

 思い出したついでに書くが、一枚につき 2 セントを支払うと、

洗濯物を丁寧かつ綺麗に仕上げてもらえる。ミセス･ヘボンが訓練

した一人の女性がこの施設の責任を負っている。作業のすべては

男性が行っているのだが。 

 私は明日東京に行き、土曜日の夜まで滞在する予定である。サ

ンフランシスコへの蒸気船は日曜日の午前中に出航するので、家

族宛の手紙は今回書くことができない。皆さんによろしく。私に

手紙を書くことと私のために祈ることをどうか忘れないでほしい。 
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Gama no,Ni shia ku Ni ju go Ban 

December 28th,1876 

 

親愛なるマティ姉へ 

驚かないでほしい。ここは単に訪問しているだけであって、返

信にその外国語のアドレスを記載する必要はないのである。見て

の通り、それはひどい名称である。しかし、意外にもすぐに慣れ

てしまうもので、日本人ほど正確ではないにしても、かなりすら

すらと言えるようになる。外国人が現地の人と同じように流暢に

話すのは不可能であろう。東京在住のミスター･グリーンが私たち

のミッションでは最も日本語が上手く、彼のいとこで横浜在住の

グリーン夫妻が、日本人によれば、日本中で最も日本語が上手い

外国人だそうだ。 

 ミセス･グリーンを知っていたらと思う。彼女は実に美しい。彼

女は同じ背格好の 4 人の子どもの母親で、最年長はわずか 6 歳で

ある。そして、この手紙があなたのもとに届く前に、もう一人誕

生する予定である。彼女は明るく朗らかで、常に助けの手を差し

伸べようとしている。彼女の歌や演奏はすばらしく、2 マイル近く

も離れたところからやって来て私たちのクリスマスツリーを祝う

ために演奏してくれた。私が日本に到着して以来、私の心を完全

に虜にした人物は、親愛なる年長のドクター・ヘボンを除いては、

これまで一人もいなかった。グリーン夫妻は A.B.C.F.M.(American 

Board of Commissioners for Foreign Missions 会衆派教会）の

所属である。ミスター･グリーンは翻訳委員会のメンバーである。

しかし、ミセス･グリーンは、私にとって、ミセス･バラの 10倍も

の助けをしてくれる人物である。 

 私たちがクリスマスにどのようなことをしたか知りたいであろ

う。私はサンタクロースがあなたたちに何を持ってきてくれたか

をとても知りたい。クリスマスの前に手紙が届くことを期待して

いる。故郷からの便りは楽しさを大いに増加させるに違いない。

だが、翌日東京に発たなければならない時に至っても、手紙は来
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なかった。 

 今年は新来者であったので、学校のクリスマスツリーに関して、

私は多くのことを期待されていなかったが、バラ夫妻を促すこと

ができなかったので、私自身で取り組まざるを得なかった。年長

の少年たちに手伝ってもらい、チャペルを整えた。少年たちは郊

外から常緑樹の枝を取ってきた。私は行商人から赤いベリーと白

いカメリアを購入した。そして一緒に水曜日まで作業を続けた。 

 少年たちは天使のようなよい子たちばかりである。母国アメリ

カの同年代の少年であったならば、騒音や質問を浴びせて、私を

半狂乱に陥れていたに違いない。ここの少年たちは全員正座をし、

私がクリスマスリースを作成するのを静かに観察していた。それ

から、次々にうなずいて枝を取り上げ、作業に取り掛かった。ミ

スター･バラがしばらくしてやって来た。彼にも手伝ってほしかっ

たのだが、何もしようとはしなかった。ミスター･バラにはお引取

りを願い、少年たちの助けのみで、すべてのことをやり遂げた。

少年たちは皆センスがよく、必要とするのはちょっとしたヒント

のみである。常緑樹の枝や蔓はとても美しく、簡素で小さなチャ

ペルは魅惑的であった。 

生徒は自分たちでツリーのほとんどすべての飾り付けを行い、

私は最も適した飾り方をただ助言するだけであった。彼らはとて

も思慮深く、穏やかで人を引きつける何かをもっている。彼らも

生きている人間であるから、感情があり、それを隠しているので

あろうが、彼らは接していて非常に気持ちがよい。私が何かを必

要としている時、ほとんど間を置くことなく、それらが手渡され

る。彼らは私をまったく見ていないようだが、私の目の前の紐が

なくなると、追加の紐が直ちに私の膝の上に乗せられる。そして、

すべてが丁寧な態度でなされ、それはあたかも、彼らが私を好き

で、私のために働くことを喜んでいるようである。 

 年長の少年のほとんどが、私のために何かをツリーに飾ってく

れた。額に入った小さな可愛い絵や美しい和紙の箱に入った本物

のように動く亀の人形。そして、何より魅力的だったのは、愛ら
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しい小さな陶器の花瓶に生けられた開花直前の待雪草であった。

それらはどれも美しく、異教の国の少年たちからの繊細な贈り物

に思えた。 

 私の生徒の一人は、日本の漆細工が施された見事な文机、そし

て、山盛りのオレンジをプレゼントしてくれた。このオレンジを

あなたに送ることができたらどんなに良いだろう。美しい竹かご

に盛られたオレンジと緑のつる草、それを入れた大きな箱は半ブ

ッシェル１６の重さは持ちこたえられる大きさである。この荷の隣

には卵もあった。それは予期せぬことで、思いやりを持って覚え

ていてくれたことにとても幸せを感じた。 

 ミセス・ヘボンは、鼈甲の櫛（ここ日本では 7、8ドルの価値が

ある）、ミセス・バラはギリシャ神話に登場する美少女プシュケの

胸像、ミスター・バラは二対の細長いガラス製の花瓶を贈ってく

れた。そして、ヴィック社のヒヤシンスの球根が郵便で届いた。

アメリカの思いやりのある友人の誰かが送ってくれたものである。

こんなに嬉しいことはない。おそらくアシュタブラに住むミセ

ス・パーソンズだと思うが、送り主に心から感謝したい。 

 ミセス・ヘボンはクリスマス・ディナーを用意してくれた。東

京からインブリー夫妻とミスター・グリーンが訪れ、ドクター・

エルドリッジ１７夫妻と母親もやって来た。ドクター・エルドリッ

ジはワウケシャに住むウィリー（マーシュ）をよく知っていると

話し、夫人もウィリーと親交があると言った。また、ドクター・

エルドリッジの母親とは、私が昨年ワウケシャに滞在した際に会

ったことがある。 

 総勢 12名が集まり、言葉遊びなどをして楽しい時間を過ごした。

私はそれまでの長い時間を自室で過ごしていたので、牢屋から開

放されたような気分になり、活発に振舞った。私はヘボン宅に終

日滞在し、母親を慕う子どものようにミセス・ヘボンのそばにい

た。ミセス・ヘボンの息子の妻は、均整の取れた小柄な体格で、

午後にやって来て、一緒にテーブルの飾り付けをした。皆に見せ

られたらと思う。テーブルクロスの上に緑色の葉っぱと赤いベリ
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ーを置き、それぞれの皿の横には椿を配した。今度帰国した時に

どんな風にしたかお見せしよう。最後にあなたに会って以来、私

は多くのことを学んでいる。 

 ミス・ヤングマンが先週やって来て、私が会いに行かなかった

ことを、まるで盗みを犯した罪人のごとく罵った。私は途方もな

く忙しかったと説明したのだが、私が望まないのであれば、もう

二度と来ないと優しさのかけらもない口調で彼女は言い放った。

しかし、最終的には、26日にミセス・ツルー１８のツリーを見てか

ら、ミス・ヤングマンのところにしばらく滞在する約束をした。 

 そのようなわけで、私はインブリー夫妻と一緒に昼の列車に乗

った。もし私がミス・ヤングマン宅へ直行したならば、遅い時間

になるから、夕食は取れないであろうとミセス・インブリーは言

うので、彼女の家に同行した。インブリー宅はミス・ヤングマン

宅の隣にあるため、人力車を家の前ではなく、少し先に止めるよ

うに車夫に頼むのに苦労した。夕食後しばらくしてミス・ヤング

マン宅に向かうと、彼女はちょうど人力車で外出するところだっ

たが、私に一瞥もくれようとはしなかった。 

 ミセス・ツルーのところへ行こうとしているのは分かっていた

ので、インブリー家の使用人に後から必要なものを届けてもらう

ことにして、私もミセス・ツルー宅に向かった。ミス・ヤングマ

ンの人力車と私の人力車は競争するように走り、抜きつ抜かれつ

のレースを繰り広げたが、彼女は全く私に気づかないふりをして

いた。ミセス・ツルー宅の門の前に到着した時、ミス・ヤングマ

ンはミセス・インブリーに話しかけはしたものの、私のことは完

全に無視した。かなり時間がたってから、「ミス・マーシュ、ごき

げんいかが？」と声をかけてきた。ミセス・インブリーは「彼女

のいつものやり方よ。あなたが私と一緒に来たことに腹を立てて

いるのよ」と教えてくれた。日本にいる仲間の誰一人としてミス・

ヤングマンを好ましいと思う人はいないだろうが、私は好きにな

りたい。なぜなら、彼女はサラの友達だから。 

 ミセス・ヘボンもしばらくしてツリーを見にやって来たが、彼
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女のところへ滞在するようにと勧められるのではないかと私は冷

や冷やした。だが、ミセス・ヘボンは親切にもその夜私をミス・

ヤングマン宅へ送り届け、荷物もそのままにしてくれた。今回の

体験から、ミス・ヤングマンを訪問するのはしばらく差し控えた

い気分である。 

 1月 5日、金曜日。先週は恐ろしく消耗してしまった。ミセス・

ヘボンは東京のミス・ヤングマンのところにいるミス・ギューリ

ックのもとへ使いを出した。ミス・ギューリックがこちらに来て、

私と一緒に休暇を過ごすためである。私たちは実に楽しい時間を

持った。ミス・ギューリックは心優しく、純粋な女性で、私がこ

れまで知る中で最も燃え立つような赤毛の持ち主である。彼女は

サンドイッチ諸島１９で生まれ、ギューリック宣教師一家に属して

おり、彼女もつい最近宣教活動に加わった。 

 ミス・ギューリックが到着すると、ミセス・ヘボンは「さあ、

お嬢さんたち、何でも好きなことをしてちょうだい。私のたんす

の引き出しを漁るもよし、他のことも好きなだけおやりなさい」

と言ってくれた。実際、ミセス・ヘボンは可愛らしいものを沢山

持っていたので、たんすを覗くことができるのは、かなりの楽し

みである。 

 元日は誰の訪問も受けたくなかったので、ミセス・ヘボンは私

たちを二階にとどまっているように配慮してくれた。私たちはお

しゃべりに興じて笑い声を立ててしまったので、ミセス・ヘボン

から「人に会いたくなくて隠れているのだから、静かにしていな

くてはだめですよ」と注意される始末であった。そして、ついに

は彼女の可愛らしいポニーのトラップ馬車を使って外出すること

を許してくれた。 

 日本の馬はとても奇妙な毛深い小さな生き物である。馬はかな

り珍しく、ミセス・ヘボンの馬車は寄贈されたものである。馬車

には常に従者がおり、彼らは別当(Betto)と呼ばれている。別当は

馬の横を走る。彼らの走りは軽々としており、ポニーとほぼ同じ

速さで遠くまで移動できる。馬車はすべてちっぽけで、まるで犬



 

75 

 

が引く小さなカートのようである。 

 私たちは、ミシシッピ湾２０まで田舎道の遠出を大いに楽しんだ。

二つの寺院と三つの神社を見物した。別当は軽々と走るので、彼

と遊ぶのは愉快に違いないと思った。そこで別当を馬車に乗せ、

私たちが下車してポニーと一緒に走った。ミス・ギューリックは

日本語を試した。適切なジェスチャーをしながら、「別当、どうぞ、

ここに座って御してください。わたくしどもは歩きます」と言っ

た。「どうぞ」は“please”で、「わたくしども」は“we”の意味

である。この「わたくしども」という言葉は、どんな場合にでも

使えることがわかっている。別当は穏やかに笑い、恭しくお辞儀

をし、私たちが望んだようにしてくれた。「私」と言うかわりに、

いつも「わたくしども」という言葉を使うことをぜひ想像してほ

しい。 

 昨晩、アメリカン・ミッション・ホームのキャンディ・プル２１に

行った。深夜まで帰宅できず、今日は頭痛に悩まされている。ミ

ス・ギューリックは昨日帰宅し、私もバラ宅に戻った。と言うの

は、ヘボン宅では勉強することも手紙を書くこともできないから

である。おしゃべりに忙しすぎて。ヘボン宅は寛げる心地よさが

ある。ミセス・ヘボンは私たちをよく叱り、もし私がお付き合い

で一緒に歌うことを拒んだり、ばかげたことをしてしまったなら

ば、ひどく怒られそうではあるが、誰もがヘボン宅で心地よい休

息を味わっている。 

 今夜もまた外出が予定されている。昨夜も夕食に招かれたので、

二日続きである。今週はほぼ毎日、夕食とお茶のために一日 2 回

外出していることになる。 

 おととい、また恐ろしい地震があった。家はたいそう揺れ、ド

アが閉まらなくなってしまった。しかし、私は以前ほどには恐怖

を感じなくなった。常に部屋着をベッドの上に、履物をベッドの

横に置いている。そうしておけば、夜地震が発生して家が潰れそ

うになったとしても、すぐに屋外に逃げ出せるからである。ほか

の人たちも、私と同様にしている。だが、最初に体験した恐怖感
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は、皆弱まっている。 

 坊やたちにも手紙を書かなければならないと思ってはいるのだ

が、あなたに長々と綴ってしまった。きっと読み疲れたことであ

ろう。もう筆が止まらない感じである。赤ちゃんの写真をありが

とう。とてもうれしい。 

 さようなら、親愛なるお姉さま。あなたのご両親と家族にたく

さんの愛を。私はたくさんのことを手紙に記すので、2 通の手紙を

同じ郵便で出すのはあまり価値がないであろう。しかし、アクロ

ンとタルメイジに宛てては交互に書くつもりである。 

 あなたのノースフィールド行きを妨げることが何も起こりませ

んように。 

 

親愛なるウォルターとウィリーへ 

 どれ程二人からの手紙を楽しみにしているか伝えたい。あなた

たちが尋ねる以前にあなたたちの知りたいことにはすべて答えて

いると思う。私たちのクリスマスについてはあなたたちのお母さ

んへの手紙に記した。そちらのクリスマスについてもぜひ知りた

い。ウィリー、可愛い栞をありがとう。 

 どんなに小さな日本の子どもたちのことを思い遣ったとしても、

私の故郷の少年たちを忘れることなど決してない。日本の少年た

ちはとてもかわいらしい。教会では、賛美歌集からその日の賛美

歌を私のために見つけ出すことがとても良いことであると彼らは

思っている。今では、自分で見つけることができるようになって

はいるが、ある日、私が自分で見つけ出す姿を目撃すると、彼ら

はとてもがっかりした様子だったので、以来、自分では探さない

ようにしている。 

 彼らはいつも私に新しい言葉を教えようとする。物を取り上げ、

「これは（Ko’ra wa）何々です」と言う。「これは」は“This is”

という意味である。彼らはアメリカの一部の少年たちよりもはる

かに礼儀正しい。なぜならば、彼らは他人の間違えを決して笑わ

ないからである。 
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 日曜午後の私たちの学校の様子をあなたたちが覗くことができ

たならば、びっくりして目を丸くするに違いない。それは貧しい

子どもたちのための学校である。ほとんどすべての子どもが赤ち

ゃんを背中に忍ばせて上着を羽織っている。小さな頭があちこち

動くのが見えるのみである。その頭のいくつかは傷でおおわれて

いる。ほぼ全員がぼろをまとい、汚い。彼らを見るのは、真に心

の痛むことである。彼らは好んで私に近寄り、不思議そうな表情

で私の顔をじっと見つめる。哀れな幼い者たちよ。彼らは真実の

神について聞いたことが全くなく、主イエスは彼らのような幼子

を愛しているのだと指導の若者たちから聞かされた時、彼らは非

常に驚いていた。私たちは、まず初めに、賛美歌の「主我を愛す」

を日本語で歌うことを教える。彼らが私たちを見ながら、まねて

口を開け、歌おうとする姿をあなたたちに見せたい気持ちでいっ

ぱいである。 

 暗くなってきたので、私はお茶のために外出しなければならな

い。あなたたちのお母さんに宛てた手紙も関心があるならば読ん

でも構わない。あなたたちからの手紙をいつも心待ちにしている

ので、毎月手紙を書くことを忘れないように。メアリーと赤ちゃ

んにたくさんの愛を。 
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訳者注 

 
【第 1部】 

 

1 東京一致神学校一期生で、後に牧師となった太田留助と考えら

れる。 

2  鶴徳次郎か鶴儀三郎と考えられる。 

3  前号（Vol.Ⅱ-4）の「横浜の少年たち」(14ページ)の中で「カ

ドヤについては後日話す」と予告しているので、ミセス・バラ

の書簡とみなして間違いない。 

4  後に横浜第一長老公会オルガニストとなった角谷省吾と考え

られる。 

5  ヴィクトリア朝イギリスの福音派児童文学作家ファヴェル・ 

リー・モーティーマー（Favell Lee Mortimer）が著した Peep of 
the day, or, A series of the earliest religious instruction 
the infant mind is capable of receiving.『夜明けに―幼い

子どもにも理解できる最初の信仰の手引き』（1836） 

6  William Elliot Griffis による“ Travelling in Japan”

（Children’s Work for Children Vol.Ⅰ-11,pp.168-170, 

November 1876）の人力車に関する記述 。 

7  旧約聖書 ダニエル書 12 章 3 節 

8  6月号（Vol.Ⅱ-6）の「横浜の少女たち」(18ページ)の中で

「日本の家庭を訪問した時のことを次回お話したい」と述べ   

ているので、ミセス・バラの書簡とみなして間違いない。 

9  巻頭の挿絵ⅵ参照。 

10 本来は塩であるが、ミセス・バラには土に見えたようである。 

11 宣教師トーマス・ウィン（Thomas Winn）の妻イライザー（Eliza 

Winn）。1877(明治 10)年に来日。医学と看護学を修めている。 

夫とともに北陸伝道に尽力した。 

12 牧野ヨシと考えられる。彼女は 1874(明治 7)年に受洗し、ドク

ター・ヘボン宅に 30 年間住み込んで働いた。ミセス・ヘボン

の秘書役・通訳として国内伝道旅行に同行し、塾での代講や説

教も行った。 
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訳者注 

 
【第 2部】 

 

13 旧約聖書 詩篇 116章 12 節 

14 ケイト・ヤングマン（Kate M.Youngman）は 1873(明治 6)年、

米国長老教会女性海外伝道協会派遣の女性宣教師として来日。

翌年築地新栄町に女子寄宿学校を開校した。 

15 裁縫の際、針と糸を顎の高さ位まで引き上げて布に刺す仕草を 

指摘しているのであろうか。 

16 乾量の単位 1ブッシェル (bushel）は約 35リットル 

17 エルドリッジ(Stuart Eldridge)は 1843年アメリカに生れ、 

維新後間もない 1871(明治 4)年 28 歳で来日し、翌 5 年北海道

に渡り開拓事業の一環として造られた開拓使函館医学校の開

校と同時に同校の教授となる。当時は医学校教授としての人

材が不足していたためであろうが、基礎医学・臨床医学の全

部の科目を一人で講義していたとのことである。また、その

頃開設された函館病院で一般患者の治療にあたっただけでな

く積極的に病理解剖や司法解剖も行い、1874(明治 7)年ロシア

人サルトフの病理解剖、ドイツ人ハーバーの死体検案を行っ

た記録が残っている。函館での任期満了後横浜に移り、山下

町の居留地に診療所を開業し、自宅を山手町 167番地に定めて

日本での本格的な医療に着手した。その間、神奈川県衛生顧

問、十全医(病)院(横浜市立大学医学部附属病院の前身）外科、

山手一般病院(現在診療所となっている）院長、アメリカ領事

館衛生顧問、慈恵成医会副会長などの要職を歴任し、明治中

期における横浜の医療に貢献した彼の功績は高く評価されて

いる。（横浜市立大学医学部医学科同窓会俱進会ホームページ

より） 

18 メアリー・ツルー（Mary True）。1874(明治 7)年に亡夫の志 

を継いで宣教師として来日。女子学院の前身である原女学校、

新栄女学校、桜井女学校などの女子教育の発展に尽力した。 

19 現在のハワイ諸島 

20 根岸湾のこと。幕末にペリー艦隊が名づけた。 

21 Candy pull：集まった人々でキャンディの塊を引っ張って長く

伸ばし、細い棒状のキャンディを作る。 
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